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1.はじめに

1997年3月に,佐賀県富士町大字上無津呂字桜の林道建設現場 (標高約470m:図

1)の斜面堆積物から,長さ約20m,根本の直径約 1mの材化石 (樹幹)が発見され

た (長岡ほか,1998).この材化石は,光谷拓実博士 (国立奈良文化財研究所)によ

りカヤと同定された.このカヤについては,名古屋大学のタンデ トロン加速器質量分

析計 (中村 ･中井,1988;中村,1995)を用いて5290±110yrBPの 14C 年代が得ら

れている.なお,このカヤは,保存上の問題から将棋盤などに加工されたが,直径 110

cm,厚さ 10cmの輪切りが富士町役場に保存されている.
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図 1 埋没樹木の発見地点
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同地点には,このカヤの他にも複数の材化石が露出しており,それらの樹種や産状,

14C 年代などから,材化石を含む斜面堆積物の堆積過程や当時の古環境が復元できる

と考えられた.そこで筆者らは,1999年3月と7月の2回にわたって,これらの材化

石の発掘調査を実施し (図2),斜面堆積物および材化石の産状を観察すると共に分

析用試料を採取した.本稿では,斜面堆積物の堆積過程や当時の古環境について予察

的に検討する.

図■2 1999年3月に出土したコナラ属アカガシ亜属とツガ属の樹幹

2.地質層序

発見地点は,雷山 (標高 :955m)

の南斜面に位置する.この付近の地

質は,その大部分が白亜紀に貫入し

た糸島花田岩からなり,三郡変成岩

類がルーフペンダント状に分布 し

ている (唐木田ほか,1992).7月

の発掘調査では,基底の花園岩まで

掘り下げ,粘土質堆積物を含む斜面

堆積物の層序を観察した (図3).

下位より育灰色粘土層 (1),褐色

砂磯層 (1),青灰色粘土層 (2)

褐色砂塵層 (2)および表土がみら

れる.後述の材化石 (樹木)は,す

べて 2枚の青灰色粘土層か ら出土

している.
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図3 斜面堆積物の模式的層序
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3.埋没樹木とその年代

発掘された樹木はどれも新鮮で,一部には樹皮も残っていた.同定された樹種は,

カヤも含めて,ツガ属,モミ属,クマシデ属,コナラ属アカガシ亜属,ケヤキ,タブ

ノキ,エゴノキ属の計8種類であり (表 1),多様性に富んでいる.

表 1 埋没樹木の樹種

樹 種 学 名 備 考

カヤ (イチイ科)

ツガ属 (マツ科)

モミ属 (マツ科)

モミ属 (マツ科)

クマシデ属 (カバノキ科)

コナラ属アカガシ亜属 (ブナ科)

ケヤキ (ニレ科)

タブノキ (クスノキ科)

エゴノキ属 (エゴノキ科)

Terreyanucifqa

Tsuga

Abies

Abies

CarplnuS

Quqcus(Cyclobalanopsis)

Zelkovas伊Tata

Machilusthunbqgll

StyT･aX

粘土2

粘土2

粘土 1

粘土2

粘土2

粘土2

粘土?

粘土2

粘土2

5290±110yrBP

5210±100yrBP樹皮あり (早春～春に埋没)

樹皮あり (盛夏前に埋没)

5310±100yrBI'

樹皮あり (春に埋没)

粘土層 (1)からは,モミ属のみが認められた.どれも樹皮が残っており (図4)

樹皮に接する最外側の年輪から夏に埋没したものと推定される.一方,粘土層 (2)

からは8種類すべての樹種が認められた.そのうち,ツガ属とエゴノキ属の試料には

樹皮が残っており (図4),これらの最終年輪は春に埋没したことを示している.す

なわち,2枚の粘土質堆積物は,その季節が異なっている.粘土層 (2)に含まれる

樹木には,ポットホールや一部が削られているものがある.

モミ属 ツガ属 エゴノキ属

図4 樹皮の残る材化石の横断切片の顕微鏡写真

Bk:樹皮,Lr:最終年輪
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粘土層 (2)のアカガシ亜属とツガ属の 14C 年代は,5310±100yrBPと5210±100

yrBPであり (図2),既報のカヤの年代値と一致している･
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図5 粘土層 (2)から検出された花粉化石
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粘土層 (2)について,花粉や大型植物遺体および昆虫分析を行っている.花粉分

析の結果 (図5)では,針葉樹でモミ属がやや高率で,イヌマキ属もある程度産出し,

わずかにマツ属とツガ属がともなう.広葉樹ではコナラ属コナラ亜属が高率で,コナ

ラ属アカガシ亜属およびニレ属またはケヤキ属もかなり高率にともない,クリ属また

はシイノキ属およびエノキ属がこれらにつぐ,イヌシデ属も認められる.これらは,

材化石の樹種と調和的である.大型植物遺体では,エゴノキの実,アカガシ亜属の殻

斗,ツガ属の葉などが認められた.一方,昆虫では,コガタクシコメッキやカシノコ

ナガキクイムシなどが認められる (図6).これらはやや寒冷な気候を示唆している.
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図6 粘土層 (2)から産出した昆虫化石

1.コガタクシコメッキの前胸背板 最大幅3.5m

2.カシノコナガキクイムシの右上廼 長さ2.0mm

4.古環境および地学的プロセス

発掘された樹木群は,標高 500-600m に生育していたものと判断できる.したが

って,5.2kaBPのこの付近では,常緑広葉樹,針葉樹と落葉 (夏縁)広葉樹が混在し

ており,温暖帯常緑広葉樹と冷温帯落葉広葉樹が混在する ｢中間温帯林｣が成立して

いたと考えられる.ただし,材化石,大型植物遺体,花粉などによる植生と,昆虫に

より復元される古環境に若干のズレがある.

2枚の粘土質堆積物は,共に地すべり堆積物と考えられるが,2回目の地すべり(粘

土層 (2)の堆積)までに,倒れた樹木の一部にポットホールなどがつくられる時間

があったと考えられ,両者の季節が異なることと調和的である.なお,埋没した樹木

は,粘土質堆積物や埋没谷の流水によって外気と遮断されたためによく保存されたと

- 85-



考えられる.

5.おわUに

この研究により,雷山南斜面における5.2kaBPの古環境復元に有効な資料が提供

された.これまで山地斜面の古環境が復元された例はあまりない.今後,山地斜面で

の古環境学的研究が進められ,下流域の平野の古環境との関連を議論する必要がある.

粘土層 (1)と (2)では,地すべりの発生した季節が異なると考えられた.ただ

し,この2つのイベントにどの程度の時間間隙があったのかはわからない.また,植

生と昆虫で若干異なる環境を示した理由についても,さらに詳しい検討が必要である.

3月の発掘後に一般公開があり,約500人の見学者があった (富士町役場資料).

埋没樹木の保存および有効活用が望まれるところである.

謝辞 :この研究は,富士町役場ならびに関係者の皆様のご理解 ･協力のもとに行われ

た.本稿作成に際して,名古屋大学大学院理学研究科の高橋 浩氏にご助力いただい

た.記して謝意を表します.
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Abstract

WefoundvariouswoodtrunksatsouthernslopeofMt.Raizan(955ma.S.I.),north

Kyushu,Japan.TTleSlopedepositsarelandslideand/ordebrisfloworigins.Toreconstructof

paleo-environmentofthismountainousarea,wemademulti-proxylnVeStigationsintothissite

(470ma.S.I.,32027'42.4HN,130012'40.0"E). Eightspecimens;Abies,Tusga,To17Teya

nuclfera, CaTPinus,くわercus(CTdobalm10Pisis),ZelkovaseTTata,Muhilusthunbergiiand
Styrarwereidentifiedthroughtheanatomicalcharacteristics.ThreeAMSradiocarbondates,

5290±110, 5310±100and5210±100yrBP,werealsoobtainedfromdifferentwoodtrunks.

Thus,thesetreesconstitute"intermediate-temperateforest"at5.2kaBP.Florainferredfrom

plantmacrofossils,pollengrainsandsporesareconsistentwithwoodanatomy.Ontheother
hand, fossilinsectremainsaremainlyterrestrialphytophagouswithgroundwanderingand

aquatic.Theassemblageoffossilinsectsindicatesslight-coldclimatethan thatfromtheflora･

Thisdifferencemayrepresentadifferenceofsensitivitytoclimaticchanges.

Keywords:Buriedtrunks,14cdate,Kyushu,Mt･Raizan,Slopedeposits
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